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葛飾区ＳＤＧｓ宣言達成状況報告書

宣言日 2025

事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

私たちモデュレックスグループは、電気エネルギーをどうやって快適で幸せに使うのかというテーマを追いかけて半世紀です。光を基点に、空調、
映像、音響、香りなどを統合的に考え最適な環境をデザインし、「地球環境と人の豊かさ」を実現する統合環境ソリューションをご提供いたします。

事業者等としてのねらい、特徴的な活動

☑ ☑ ☑ ☑ ☑ ☑

 「独創的なアプローチ」から生まれる価値創造を モデュレックスグループの事業活動に留まらず、学術活動・芸術活動の領域に展開し、より多くの
人々の幸せと社会課題の解決に取り組んで参ります。

目指すＳＤＧｓのゴール（複数選択可）

☑ ☑ ☑ ☑ ☑ ☑

☑

目標に関連する取組内容等

ゴール 2024年12月31日までの取組目標 左記取組目標の達成状況 2025年12月31日までの取組目標

☑ ☑ ☑ ☑

4・5・8・10

・質の高い教育を社員が学べる環境
　整備や制度を継続的に更新する。
・幅広いステークホルダーの皆様と
　良好な関係を築き統合環境ソリュ
　ーションによって社会課題を解決
　する。

・質の高い教育を社員が学べる研修
全社業務改革活動の実施を通じて
社員と会社の成長に向けた活動の実施。
・統合環境ソリューションを通じて
　ステークホルダーの価値創造を
　実施し、社会課題を解決に取組ん
　でいる。

・社員の生活と安全を守る活動の1つとして
　奨学金返済支援制度の導入実施や、
　リスキリング教育及びリカレント教育の実施。
・幅広いステークホルダーの皆様と良好な
　コミュニケーションを築くことで課題を見出
　し、人が働きながら人生をより豊かにする
　ための取り組みの実施。

1・2・6・7・14

・再生可能エネルギー100％による
　クリーンエネルギー活用の継続。
・貧困や飢餓に苦しむ国や地域に
　東京女子管弦楽団の活動を通じて
　募金で貢献する体制づくり。
・安全な水やトイレのない国や地域
　海の豊かさを守る活動に寄付する
　形で貢献する。

・環境負荷低減につながる製品開発
　を再生可能エネルギー100％で
　継続的に活用する仕組みづくり。
・建物の環境負荷低減につながる
　ソリューションの提案活動の実施。
・東京女子管弦楽団の活動を通じて
　SDGSの募金で環境課題や社会課
　題解決に貢献した。

・再生可能エネルギー100％によるクリーンエネルギーの活
用を継続し、環境負荷低減に寄与する。
・建物の環境負荷低減につながるエネルギー診断から省エ
ネ設備の提供と省エネにつながる制御システムの導入で環
境課題解決につながる活動を実施する。
・貧困や飢餓に苦しむ国や地域、安全な水やトイレのない
国や地域、海の豊かさを守る取り組みについては、社内に
募金箱を常設と東京女子管弦楽団の演奏会場にも設置し、
寄付という形で貢献します。

3・7・9
11・12・13・15・

17

・統合環境ソリューションの4つの事業
通じて幅広い社会課題解決を実施。
4つの事業
・照明環境事業
・環境制御システム
　インテグレーション事業
・エクスペリエンスデザイン事業
・エネルギーソリューション事業

・4つの事業を最適に組み合わせた
　事業活動、学術活動、芸術活動を
　通じて、社会貢献活動を実施。
・事業活動：年間5,０００件に展開。
・学術活動：大学機関と共同研究。
・芸術活動：東京女子管弦楽団に
　よるリサイタル及び公演会の実施。

統合環境ソリューションの4つの事業を組み合わせて、建物
内の人々と建物外の環境を接続し、再生可能エネルギーと
エネルギーを組み合わせることで、誰もが快適で幸せを感じ
られる本当のサステナビリティを目指します。

1・3・4・8・10・16

・葛飾特別支援学校と採用に向
  けた活動の継続実施をする。
・立場の異なる人々が、それぞれの
　働きがい持って活躍できる職場
　環境づくりと社員全員が一丸と
　なって働く道標として当社独自の
　ModuleX Wayの継続実施。

・葛飾特別支援学校の皆様に
　工場見学実施及び、採用に
　向けた活動の継続実施。
・立場の異なる人々が働きがいの
　ある職場環境づくりの継続実施。
・全社員の働く道標となる規範として
　ModuleX Wayの継続実施。

・障害者雇用の推進を継続いたします。
　立場の異なる人々が、それぞれ働き甲斐を持って
　活躍できる職場環境づくりを、全社職場改革活動を
　通じて、より良い環境へ更新していく仕組みを構築する。
・全社員の働く道標となるModuleX Wayの
　継続実施。

1

株式会社モデュレックス

本社が届け出る場合は、事業所（支店・営業所等）の数 6

業種 ３．製造業

9・12・13・15
・グローバルな環境認証システム
　への取組みを行う。
・環境負荷低減につながる製品開発。

・環境対応FSC認証のダンボールを
　使用した。
・Sii環境共創イニシアチブの省エネ
　照明器具の登録　（令和7年版）

・環境負荷の低減を目的に、さらに原材料・
　副資材等の見直しを継続して参ります。
・省エネ性能の高い製品開発
　制御機能付きLED照明器具の登録。

17
・環境負荷の低減に向けた製品を
　各パートナーや産学連携で開発
　を行う。

・リサイクル率の高い材料のアルミや
　環境性能の高い製品開発により
　環境負荷の低減に取り組んだ。

環境負荷の低減を目的に、商品開発やソリューションの展
開を各パートナー企業の皆様と共に進めて参ります。

5 所在地

124-0006　東京都葛飾区堀切1-20-19

ホームページＵＲＬ https://www.modulex.jp/

従業員（構成員）数 250

4 代表者　職・氏名

職名 代表取締役

氏名 曄道　悟朗

※上記のうち、１～６の内容は原則として公開します。


